
か
な
る
は
だ
燭
り
が
私
逹
に
は
た
ま
ら
ぬ
程
懐
か
し
い
。
手
軽
な
る
油
絡
具

は
表
現
慾
強
き
複
雑
な
る
近
代
の
心
理

に
適
應
し
て
、
水
箱
具
の
テ
ソ
ペ
ラ

は
イ
タ
リ
ー
に
も
千
五
百
年
代
に
は
押
し
の
け
ら
れ
、
歌
州
縮
聾
は
一
般
に

つ

や光
澤
光
り
す
る
て
ら
て
ら
し
た
油
霊
の
甕
面
に
な
っ
て
了
っ
た
。
水
縮
具
の

に
じ
み
沈
ん
だ
は
だ
と
さ
び
と
を
今
も
な
ほ
愛
す
る
日
本
人
こ
そ
、
欧
洲
に

フ
レ
ス
コ

す
た
れ
た
テ

ソ
ペ
ラ
と
そ
れ
の
兄
弟
で
あ
る
壁
盟
の
技
巧
値
統
を
、
あ
る
ひ

は
少
く
と
も
そ
の
氣
分
を
正
営
に
感
受
し
得
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
私

プ
リ
マ
ペ
ラ

は
高
蒔
綸
の
や
う
な
ボ
チ
チ
ヱ
リ
の
「
春
」
の
縮
の
花
の
か
き
方
を
見
な
が

ら
、
さ
う
思
っ
た
。
ま
た
。ヒ
ヱ
ロ

、
デ
ラ
、
フ
ラ
ソ
チ
ヱ
ス
カ
の
組
を
見
な

が
ら
、
こ
れ
こ
そ
古
土
佐
の
巻
物
の
趣
味
上
の
貴
族
の
味
を
大
き
く
行
っ
た

〔象〕

も
の
だ
と
思
っ
た
。
私
は
日
本
の
盟
か
き
が
。ハ
リ
ー
ヘ
行
っ
て
、
印
衆
派
以

後
の
色
の
多
い
油
箱
を
習
つ
て
蹄
る
ば
か
り
で
な
く
、
少
し
は
静
か
な
イ
タ

、、

リ
ー
の
山
の
町
に
で
も
こ
も
つ
て
、
テ
ン
ペ
ラ
の
純
ぽ
く
沈
重
な
る
味
に
打

ち
込
む
者
が
あ
っ
て
い
い
と
思
ふ
。
厚
板
の
上
に
丹
念
な
る
下

塗

り

を

し

、、

て
、
そ
し
て
金
ば
く
を
張
り
、
あ
る
ひ
は
盛
上
げ
を
し
て
、
そ
し
て
筆
を
つ

、
、
、
ヽ

チェ
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し
み
愛
し
て
、
せ
ん
さ
い
に
か
く
、
か
け
ば
色
は
下
塗
り
の
白
壼
に
沈
み

込
ん
で
、
し
つ
と
り
と
薄
霞
む
か
の
や
う
な
遠
い
氣
持
の
出
る
テ
ン

ペ
ラ
證

の
古
法
が
日
本
に
ま
る
で
博
は
つ
て
な
い
が
故

に
、
胴
家
は
ひ
た
む
き
に
油

甕
に
赴
く
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③

長
谷
川
路
可
の
留
学

長
谷
川
路
可
（
本
名
龍
一―
-
）
は
大
正
十
年
三
月
本
校
日
本
画
科
卒
業
後
直
ち

に
ョ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
私
費
留
学
。
主
に

フ
レ
ス
コ
を
学
び
、
ベ
ル
リ
ン
中
央
ア
ジ

ア
探
険
隊
採
集
壁
画
の
模
写
に
従
事
し
た
。
留
学
に
際
し
、
本
校
は
「
仏
閾
西
国

④
 
戸
部
隆
吉
死
去

戸部陸吉

及
英
吉
利
国
滞
在
中
東
洋
古
画
ノ
調
査
ヲ
嘱
託
」
し
た
（
「豆
豆
職
員
関
係
書
類

庶
掛
）
。

務

大
正
十
年
三
月
二
十
五
日
、
東
洋
美
術
史
授
業
担
当
助
教
授
戸
部
隆
吉
（
号

隆
古
）
が
死
去
し
た
。
仏
教
美
術
史
研
究
に
没
頭
し
、
業
半
ば
で
あ
っ
た
た

め
、
夭
折
を
惜
し
む
声
が
高
か
っ
た
。
月
報
第
二
十
巻
第
一
号
に
追
悼
記
事
と

肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
略
歴
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
洋
画
家

に
な
る
つ
も
り
で
上
京
し
て
和
田
英
作
の
も
と
に
寄
寓
し
、
ま
た
、
白
井
雨
山

宅
に
も
出
入
り
し
た
り
し
て
明
治
三
十
九
年
四
月
本
校
日
本
画
科
に
入
学
、
四

十
四
年
三
月
卒
業
し
た
。
在
校
中
は
結
城
素
明
宅
へ
熱
生
同
様
に
足
繁
く
通

い
、
素
明
を
介
し
て
柴
崎
恒
信
、
平
子
鐸
嶺
ら
と
知
り
合
い
、
ま
た
、
素
明
の

友
人
加
藤
咄
堂
が
主
幹
を
つ
と
め
る
『
新
修
捉
』
や
高
島
米
峰
ら
の
同
人
雑
誌

『
新
仏
教
』
の
挿
絵
を
描
い
た
。
本
学
芸
術
資
料
館
に
は
卒
業
制
作
「
枇
杷
と

蕗
の
裳
」
（
本
喜
第
二
巻
口
絵
参
照
）
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
画
オ
も
豊
か
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
卒
業
後
暫
く
の
間
、
平
福
百
穂
の
下
宿
に
寄
宿
し
、

の
ち
に
百
穂
の
紹
介
で
『
秋

田
魁
新
聞
』
そ
の
他
に
挿
絵

を
寄
稿
し
た
。
明
治
四
十
四

年
七
月
青
森
県
立
弘
前
中
学

校
教
諭
と
な
り
、
次
い
で
大

正
二
年
九
月
よ
り
同
五
年
一

月
ま
で

三
重
県
立
第
一＝
中
学

校
教
諭
を
つ
と
め
た
後
、
東
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京
市
富
士
前
尋
常
小
学
校
代
用
教
員
、
訓
源
と
な
っ
た
。
折
り
し
も
大
村
西
崖

は
東
洋
美
術
史
研
究
の
後
継
者
を
、
鈴
川
信
一
は
美
術
学
校
火
災
で
焼
失
し
た

学
籍
簿
の
整
理
を
す
る
手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
、
両
者
相
談
の
上
、

戸
部
を
起
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
六
年
十
二
月
十
七
日
に
彼
は
東
京
美
術
学

校
屈
（
美
術
史
研
究
室
助
手
兼
教
務
掛
）
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
西
崖
の

指
母
の
も
と
に
東
洋
美
術
史
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
八
年
九
月
か

ら
東
洋
彫
刻
史
授
業
分
担
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
助
教
授
に
昇
格
、

翌
九
年
一
月
よ
り
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
師
（
日
本
絵
画
史
）
も
兼
任
し

た
。
戸
部
は
西
崖
の
大
著
『
密
教
発
達
志
』
の
著
述
を
手
伝
い
、
ま
た
、
西
崖

の
推
薦
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
の
高
楠
順
次
郎
の
私
的
事
業
で
あ
る
「
聖
教
調

査
会
」
に
参
加
し
て
仏
教
資
料
蔵
庫
の
調
査
を
行
い
、
美
術
史
料
を
得
て
研
究

を
進
め
、
論
文
を
発
表
し
始
め
た
。
か
く
て
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
時
期

に
、
先
輩
の
平
子
鐸
嶺
と
同
じ
く
、
中
途
に
し
て
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
っ

た
。

戸
部
の
死
後
、
友
人
の
建
畠
大
夢
、
鈴
川
信
一

、
森
田
亀
之
助
、
田
辺
孝
次

ら
は
十
歳
を
頭
に
四
人
の
遣
児
を
擁
し
て
郷
里
能
登
七
尾
町
の
実
家
に
暮
ら
す

夫
人
貞
子
の
た
め
に
校
友
会
月
報
を
通
じ
て
遣
児
教
育
資
金
募
集
を
行
な
い
、

五
二
五
円
を
集
め
、
そ
の
う
ち
の
二

三
円
余
り
で
戸
部
隆
吉
抄
録
集
を
製
本
し

て
二
十
冊
を
本
校
文
庫
へ

、
二
冊
を
宗
教
大
学
図
書
館
へ

、

一
冊
を
東
大
印
度

哲
学
教
室

へ
寄
付
し
、
残
額
を
夫
人
に
贈
っ
た
。
昭
和
四
年
に
至
り
、
正
木
直

彦
、
高
楠
順
次
郎
、
堀
口
蘇
山
そ
の
他
の
尽
力
に
よ
っ
て
遣
稿
集
『
日
本
仏
教

美
術
之
研
究
』
が
芸
苑
巡
礼
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
正
木
直
彦
、
高

楠
順
次
郎
、
結
城
素
明、

平
福
百
穂
、
建
晶
大
夢
、
北
村
西
望
、
望
月
信
亨
、

蔦
谷
龍
岬
、
小
野
玄
妙
、
松
田
福
一
郎
、
鈴
川
信
一

、
逸
見
梅
栄
、
海
野
清
、

テ）

八
重
櫻
寓
生

鳥
類
寓
生

教

授

川
合
芳
三
郎

助

数

授

篠

田
十

一
郎

助
教
授

小
泉

勝

爾

関
野
聖
雲
、
吉
田
秋
光
、

田
辺
孝
次
、

野
生
司
香
雪
、

田
中
万
宗
、

増
田
正

宗
、
石
田
は
る
子
、
吉
村
忠
夫
、
林
謙
三
、
鎌
倉
芳
太
郎
、
山
口
蓬
春
、
大
野

隆
徳
、
堀
口
蘇
山
ら
の
文
を
集
め
た
「
追
憶
録
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、

戸
部
の
業
績
、
人
柄
を
知
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
。

⑤

皇

后

行

啓

大
正
十
年
四
月
二
十
七
日
、
本
校
へ

皇
后
行
啓
が
あ
っ
た
。

『
東
京
美
術
学

校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第
二
号
は
「
行
啓
記
念
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
、

当
日
の
模
様
を
詳
し
く
報
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
部
分
を
転
載
す

皇
后
陛
下
東
京
美
術
學
校
へ
行
啓
御
次
第

一
大
正
十
年
四
月
二
十
七
日
午
後
零
時
三
十
分
御
出
門

一
本
校
著
御
ノ
際
校
長
以
下
職
員
及
参
校
諸
員
ハ
玄
開
前
二
生
徒
ハ
門
外

ニ
於
テ
奉
迎

一
校
長
御
先
導
便
殿
二
著
御
御
休
憩

一
校
長
御
覧
次
第
書
、
學
校
一
覧
、
職
員
名
簿
、
生
徒
人
員
書
等
捧
呈

二
拝
謁
（
勅
任
官
以
上
ハ
便
殿
二
於
テ
奏
任
官
其
他

ハ
通
御
ノ
際
廊
下
二
於

一
校
長
御
先
導

出
御

一
左
記
数
室
生
徒
課
業
成
績
参
考
品
等
御
覧

日

本

聾

科

主

任

豫
備
科

一
年
級

る
。
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